
新

刊

批

評

酒
井
正
三
郎
氏
の

「経
螢
技
術
學
と
経
螢
経
濟
學
」

室

谷

賢

治

郎

畏
友
名
古
屋
高
商
教
授
酒
井
正
三
郎
氏
は
最
近

「
経
螢
技
術

學
と
維
螢
維
濟
學
」
と
題
す
る
好
著
を
公
に
さ
れ
た
。
緬
讃
す

る
に
過
去
籔
年
聞
の
思
索
の
跡
を
展
開
し
て
遺
憾
な
き
も
の
が

あ
る
。
左
に
讃
後
の
畳
書
を
綴
つ
て
見
よ
う
。

著
者
が
此
の
書
に
於
て
企
て
る
こ
と
は
経
螢
維
濟
學
乃
至
経

螢
學
の
基
礎
理
論
を
槍
討
す
る
に
在
る
。
此
の
種
の
企
圖
は
既

に
我
が
國
で
は
固
よ
り
立
場
を
異
に
す
る
け
れ
ど
も
東
京
帝
大

の
馬
場
敬
治
敏
授
及
び
關
西
學
院
の
池
内
信
行
敏
授
に
よ
り
東

西
相
封
七
て
爲
さ
れ
、
時
に
は
爾
教
授
の
聞
に
批
判
反
批
判
が

酒
井
正
三
郎
氏
の
「経
螢
技
術
學
と
経
螢
経
濟
學
」
(室
谷
)

癒
酬
さ
れ
た
り

し
た
。
鼓

に
地
域
的

に
爾
敏

授

の
中
聞

に
立

つ

酒
井
敏
授

に
よ
り
薪
著
が
提
供
せ
ら
れ
た

の
は
頗

る
興
味
あ
る

と
と

で
あ

る
が
.
併
し
是
れ

は
實

に
斯
學

の
要
講

が
然

ら
し
め

た
と

こ
ろ
と
も
謂
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。
素

と
酒

井
教
授
は
商
業

學

を
如
何

に
し
て
基
礎

つ
く

べ
き
か

の
問

題

に
焚

足

せ
ら
れ

、
此

の
問
題

の
解
決
を
経
螢
維
濟
學
と
し

て
の
改
造

に
於

て
見
出
さ

う
と
す

る
蜀
逸
學

界

の

一
傾
向

に
同
意

せ
ら
れ
、
'進
ん

で
経
螢

経
濟
學

の
根
底

に
潜

む
理
論
を
研
究
す

る

に

至

つ
た

の

で
あ

る
。
本
書

の
内
容
を
成
す
五

つ
の
論
文
は
此

の
研
究

過
程
を
明

確

に
示
す
も

の
と
謂
つ
て
宜

い
ρ
即

ち
第

一
の

「
特

殊
経

馨
學

の
根
本
問
題
」

に
於

て
は
商
業
學

を
反
省
し

て
其

の
科

學
性
を

探

求
し
、
技
術
論

も
亦

一
個

の
知
識
禮
系
或
は
學
問
と
し
て
樹

立

せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
を
吟
味
す
る
。
換
言
す

れ
ば
、

「
商
業
學

が
固
有

の
技
術
學

と
し

て
樹
立

せ
ら
れ

て
こ
そ
初
め

て
こ
の
學
聞

が
法
律
學

・
経
濟
學

に
封

し
て
第
三
帝
國

と
し
て

封
時

し
得

る
力
を
與

へ
ら
れ

る
も

の
」
で
、
「
こ
れ
を
経
螢

の
維

濟
學

と
し
て
維

濟
學
化
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ

こ
の
學
問

の
固

有

の
性
格
を
破
壊
し
去

つ
て
他

の
學
問
領
域

に
服
從

さ
す
も

の

で
あ

る
」
(
一
二
頁
)。

一
言

に
し
て
塞

せ
ば
著
者

は
維
螢
技
術
學

の
提
唱
を
さ
れ

る
ゆ

一
八

一



次

に
第

二
の

「
経

瞥
技

術
學

の
基
礎
理
論
」

に
於

て
は
技

術

學

或
は
實
践
科
學

と
し
て
維
螢
學
を
確
立
し
よ
う
と
す

る
意
圖

を

、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
大
學

の
経
螢
維
濟
學
講
師

ジ
ー
ベ

ル
の
著

「
輕
螢
経
濟
學

の
封
象

と
考
察
方
法
」
(
一
九
三

一
年
刊
行
)
に
よ

つ
て
裏
付
け
ら
れ

る
。
但
し
ジ
ー
ベ

ル
の
思
想

と
著
者

の
意
圖

と

一
致

せ
ぬ
箇

所
も
明
か

に
指
摘
せ
ら
れ

る
の
で
あ

る
。

・
更

に
第

三

の

「
経
螢
技
術
學
と
経
濟
技
術
學
」

は

シ

ユ
マ
ー

レ

ン
バ
ッ

ハ
の
大
著

「
會
肚
金
融
論
」

の
邦
講
者

と
し

て
知

ら

れ

る
鍋
島
達
學

士

の
論
稿

「
技
術
及
び
技

術
學
」

(輕
濟
學
論
集

第
六
巻
第
+
二
號
所
載
)

を
機

縁
と
し

て
、
著
者

の
抱
く
見
解

と

の
異

同
を
明
か
に
す
る
。
鍋

島
學

士

の
考
察

に
よ
れ
ば

「
経

螢

學

の
封
象

は
維
螢
[で
あ
り
、
経
螢
は

一
の
輕
濟
技
術
葡
組

織

で

あ
る
。

経
螢
學
は

こ
の
樹
象

の
性
質

に
基

き
、
経

濟
技

術
學

と

し

て
、
経
濟
學

と
は
別
個

の
認
識
艦
系
を
成
す
。
(ヰ
略
)
然

る

に
経
濟
技
術
は
維

濟

に
よ

つ
て
規
定

せ
ら
れ
た

ゐ
、
技

術

の
具

膿

的
存
在

で
あ
る
し
(右
論
稿
の
序
)
。

畢
尭

、
鍋
島
學
士

に
あ

つ

て
は

「
経

螢
學
は
維
濟
制
度
學
と
共

に
、
維
濟
技
術
學

と
し

て

!
確

立
さ
れ
た
る
と
き
始
め

て
、
脛
濟
學

の

一
員

た
る
地
位
を
睨

し
、
経

濟
學

と
封
等

の
王
國
を
建
設

し
得

る
で
あ
ら
う
」
(
右
論

稿
の
終
句
)
。

之
に
封

し
酒
井
教
授

の
提
唱
は
飽
く
ま
で
も
経
螢

一
八

二

技

術
學

に
係
勢
、
・経

濟
技

術
學

の
主
張

に
同
す

る
こ
と
は
出
來

ぬ
め

で
あ
る
。

進

ん

で
第
四

の

「
統

制
経
濟
下

に
お
け
る
企
業
者

の
任
務
」

は
保
守
的
な
経

螢
技

術
學

の
攻
究
か
ら

一
歩
を
進

め
て
進
歩
的

,

な
経
螢
経
濟
學

の
解

明

に
及
ぶ
際

の
報
告
と
見
る
こ
と
が
出
來

る
。
企
業
者

の
職
能
並

び
に
入
格
は
時
代

に
俘

ひ
攣
遽
を
重
ね

経
螢
指
揮
者
で

あ
る
と
共

に
維
濟
指
導
者

と
し

て
考

へ
ら
れ
、

又
資
本
家
的
企
業
者

た
る
に
止
ま
ら
す
管

理
的
企
業
者
或

は
職

業

的
企
業

者

と
し

て
擾
頭
す
る
か
ら
、「
薪
時
代

の
企
業
者

の
任

務

は
有
能
な
経
螢

指
揮
者

で
あ
る
ば
か
り

で
な
く
、
経
螢
國
家

政
策

・
経
螢
杜
會
政
策

の
捲

ひ
手

で
な

け
れ

ば
な
ら

ぬ
」
(
九
五

頁
)

と
論
す

る

の
で
あ

る
ゆ

・
絡

り

に
第

五

の

「
経

螢
経
濟
學

の
基
礎

理
論
」
ぼ

猫
逸

の
デ

イ
プ

ロ
ー

ム

・
カ
ウ

マ
ン
(
商
學
士
)
の
稻
號
を
有

ず
る

シ
ェ
ン

ブ

ル
ー

グ

の
力
作

「
個
膣
経
濟
學

に
お
け
る
方
法
問
題
」
(
一
九

三
三
年
刊
行
)
及
び

「
維
螢
経
濟
學

の
認
識
封
象
」

(
一
九
三
六
年

刊
行
)

に
盛

ら
れ
た
思
想
を
椹
軸
と
し

て
維
螢
経
濟
學
を
科
學

的

に
肯
定

し
よ
う
と
す

る
態
度
を

示
す
ρ
此

の
場
合
、
著
者

は

シ
ェ
γ
プ

ル
ー

グ
の
思
想

に
見
出
さ
れ
る
難
鮎
を

「
三

つ
の
國

民
経

濟
學
」

の
著
者

ゾ

ム
バ
ル
ト
並
び

に

「
維
濟

と
科
學
」

及



ぴ

「
國

民

・
國
家

・
維
濟

・
法
律
」

の
著
者

ゴ
ッ
ト
ル
の
構
想

を

援
用
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
補
読

せ
ら
れ
、

理
論

的
維
螢
學

の
類

型
を
左

表

の
如

き
組
合

せ
を
以

て
示
さ
れ
る

(
一
九
五
頁
)。

'

認
識
方
法

認
識
野
象

//

説

明

的
,

了

解

的

1ー

ー技術的

経

螢

純

粋

技

術

學

経

螢

技

術

學

技
術
的
経
濟

整
序
的
経
螢
経
濟
學

了
解
的
経
轡
経
濟
學

蝕
に
至
つ
て
著
者
の
思
索
は
経
螢
學
を
技
術
學
的
な
も
の
に

固
定
せ
し
め
す
、
而
も
國
民
輕
濟
學
と
別
個
の
艦
系
と
し
て
措

定
す
る
段
階
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。

幽

 

以
上
は
酒
井
敦
授

の
著
書

に
現
は
れ
た
思
想
稜

展

の
維

過
を

辿

つ
て
の
簡
輩
な
輪
廓

に
止
ま
る
。
其

の
苦

心
の
反
省

と
巧
緻

な
構
成

と
は
評
者

の
敬
意
を
表

せ
ざ
る
を

得

ぬ

と

こ

ろ

で

あ
、

る
。
併

し
な
が
ら
著
者

の
見
解

に
し
て
評
者

の
不
敏

理
解
し
難

い
窯

が
あ

る
か
ら
、
以
下
之

に
就

て
記
し
た

い
。

'
先

づ
著
者
は
取
扱

ふ
學
問
を

「
経
螢
學
」
な

い
し

「
経
螢
経

濟
學
」

と
呼
ば
れ
る
け
れ

ど
も
、
是
れ
は
極
め

て
不
用
意
な
命

酒
井
正
三
耶
氏
の

「
経
管
技
術
學
と
経
瞥
経
濟
學
」

(
室
谷
)

名

の
仕
方

で
は
あ
る
ま

い
か
。
蓋
し
卒
然

と
し

て
斯
く
命

名

せ

ら
れ
る
學
問

に
接

す
る
と
き
人
は
其

の
二
義
性

の
故

に
暖
昧
な

観

念
を
抱
か
せ
ら
れ

る
虞

が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
私
見

に
よ
れ

ば

「
経
螢
維
濟
學
」

の
略

語
と
し

て

「
経
螢
學
」
を
唱

へ
る
こ

と
は
差
支
な

い
が
、
軍
純
な

「
経
螢
學
」

の
稻

呼
は
技
藝
學

囚
鎧
霧
帯
ぼ
。
以
外

の
何

物

で
も
な

い

(
拙
著

「
経
菅
経
濟
學
概
論
」

二
九
頁
)。
随

つ
て
著
者

が

「
維
螢
技
術
學
」

を
提
唱
せ
ら
れ
る

こ
と
に
樹
し

て
は
評
者

は
維
螢

1ー
技

術
11
學

の
意

味
に
於

て
同

意
す
る
こ
と
は
出
來

る
け
れ
ど
も
、
其

の
立
場
は
寧
ろ
鍋
島
學

士

の
所
謂
経
濟
技
術
學

に
左
裡

し
た

い
の
で
あ
る
。
即
ち
酒
井

教
授

の
著
書

の
表
題
夫
自
身

が
示
す

「
維
螢
技
術
學

と
維
螢
経

濟
學
」

は

と
国
暮
≦
巴
窪
6
告
窪
、.
を
語

る
も

の
で
あ
る
と
解
繹

せ
ざ

る
を
得

ぬ
。

次

に
著
者

の
所
見

に
從

へ
ば
経

螢
維
濟
學

は
経
螢

の
経
濟
學

で
あ

る
。
然

る

に
評
者

の
年
來
懐

抱
す

る

と

こ

ろ

は

之

と
異

り
、
経

螢
輕

濟
學

は
経
螢
経
濟

の
學

で
あ

る

(「
経
螢
経
濟
研
究
」

第
+
九
冊

一
四

日
頁
拙
丈
)
。
更

に
プ
リ
オ

ン
教
授

の
著
述

の
題
名

を
籍
り

て
謂

へ
ば

「
輕
濟
経
螢

に
關
す
る
學
問
」

こ
そ
輕
螢
経

濟
學

の
眞

の
姿
に
他
な
ら
ぬ
。
酒
井
教
授

が

塁
。冨
。
鼻
窪

せ

ら
れ
た

シ
ェ
ン
プ
ル
ー
グ

の
第

}
著

「
個
燈
維
濟
學

に
お
け

る

一
入
三



.労
法
問
題
」

の
學
問
は

個
禮

の
経
濟
學

で
な

く
で
個
禮

経
濟
即

ち
翠
猫
経
濟

の
學

で
あ

る
こ
と
は
申

す
ま

で
も
な

舶
。

進

ん
で
著
者

が
使
用
せ
ら
れ
る

「
輕
螢
維

濟
性
」

及
び

「
國

民
経
濟

性
」

の
概

念

の
匝
別
は
明
瞭
を
訣
く
憾

が
あ
る
こ
と
を

指

摘

せ
ね
ば
な
ら
る
。
其

の
根
底

に
於

て

「
経
濟
性
」
そ

の
も

め

を
著
者

が
如
何

に
把
握

せ
ら
れ

る
か
を
輿
り
聞

き
た

い
の
で

あ
る
。
固

よ
り

「
利
釜
性
」

に
封

し
て
の

「
経
濟
性
」

の
読
明

は
存
す

る
け
れ
ど
も
、
そ
れ

は
ジ
ー
ベ

ル
叉
は
プ
ラ
イ
ザ

ー
に

關
読
す

る
限
り

に
於
け

る
も

の
で
酒
井
教
授

の
解
答

を
待
望

す

る
評
者

に
は

不
満

で
あ
る
。

縮

じ

て
著
者
は
.一
方

に
企
業

を
維
螢
維
濟
學

の
封
象

と
噺
す

る

ホ
7

マ
ン
教
授

の
叢
書
編
纂
者

と
す
る
ジ
ー
ベ

ル
の
書

と
、
'

他

方
に
輕
濟
性
を
経
螢
輕
濟
學

の
目
標
と
す
る

ニ
ッ
ク
リ

シ

エ

敦
授

を
叢
書
編
纂
者
と
す

る

シ
ェ
ン
プ
ル
ー

グ
の
書

と

の
前

に

立
ち
、
「
正
」
と

「
反
」
と
を
ば

「
合

」
に
ま

で

碧
旨
魯
O昌

し

よ
う

と
努
め
ら
れ
た
か

に
見

え
る
。
而
し
て
其

の
急

追

の
饒

り

論
議

の
素

材

と
な
る
斯
學

に
關
す

る

シ
ェ
ー

ヤ

.
ニ
ッ
ク
リ

シ

ュ

・
シ

ュ
マ
ー

レ
ン
バ
ッ

ハ
9
ラ
イ
ト
ナ
ー

・
シ
ュ
ミ
ツ

ト

・

り
、
ガ
ー
等

の
碩
學

の
所
読
を

シ

ェ
ン
プ

ル
ー
グ

に
擦

つ
て
辿

.

る

捷
穫
を
選
ば
れ
た
や
う

に
受
取
れ
る
。
理
論

の
議
…成
上
探
ら

ム
八
四

・れ

る
必
然

の
態
度

に
は
相
違
な

い
が
、
併

し
籐
程
注
意
を
加

へ

'ぬ
と
き
は
不
合

理
を
生
す
る
危
瞼

が
あ
る
と
考

へ
ら
れ

る
。

'

さ
は
あ
れ
本
書

の
如
き

理
論
的
所
産
を
経
螢
経
濟
學

界

に
寄

與

せ
ら
れ
た
著
者

の
功
績

に
樹

し
て
は
評
者

は
衷

心
祝
幅
を
贈

り
た

い
。
斯
學
は
此

の
後

と
も
深
化
を
約

束
せ
ら
れ

る
こ
と

瓦

な

る
か
ら

で
あ
る
。
因

み
に
本
書

の
成

立
は
恩
師

故
左
右
田
喜

一
郎
博
士

の
隙
れ
た

る
導
き

に
よ
り
故

博
士
硬
後

十
周
年

に
際

し
て
捧
げ

ん
と
す
る
情

に
出
つ

る
も

の
、
其

の
昔

一
橋
橋
畔

の

◎自
㊦
ヨ
貯
錠

に
於

て
濃

つ
た
峻

嚴
な
る

論
理

の
雰
園
氣
は
著
者
め

筆

致

の
聞

に
流
れ

て
居
る
。
評
者

近
來

の
外
的
要
請

が

・簿
ず
守

負
o
昏
魯

の
方

面

に
向
け
ら
れ

ω
o
費
ω。冨

。ゆ
9
三
。

と
し
て
漸

擁

に
堪

え
ざ
る
折
柄
、
著
者

の
御
健
在
を
新

つ
て
筆
を
欄
く
。

i

一
九
三
七
年
十
二
月
ー




